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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、
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公民館休館中（８月・９月）の

代替施設での会場利用のお知らせ

国立第八小学校・商工振興（株）第２・第３ビル

※休館期間中もお問い合わせは公民館まで

①

②
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

部屋の種類　８月分（第八小学校）教室２部屋　（ともに約６0㎡・２階）
　　　　　　９月分（商工振興ビル）①小集会室（２２㎡・２階）　②コミュニティルーム（６４㎡・５階）
利用にあたって　　次の活動にはご利用いただけません。
　　　　　　　　　・楽器を使用する活動・合唱・カラオケ
　　　　　　　　　・ダンス（軽い体操であれば利用可）・調理
　　　　　　　　　・書道・絵画（絵具を使わなければ利用可）
　　　　　　　　　　＊書道・水彩画等は９月分の施設では利用可能です。
　　　　　　　　　　＊その他不明な点は事前にご確認ください。
その他注意事項　　・小学校は上履きと靴袋を持参ください。
　　　　　　　　　・学校の入校者管理にご協力ください。
　　　　　　　　　・許可を得た場所以外への立ち入りはできません。
　　　　　　　　　・利用にあたっては、公民館職員の指示に従ってください。
貸出し用備品　　　・液晶テレビ（DVD・ビデオプレーヤー付属）
　　　　　　　　　・CDラジカセ・ノートパソコン・プロジェクター
　　　　　　　　　・スクリーン・ござ
　　　　　　　　　　＊長机・椅子は備え付けです。
　　　　　　　　　　＊９月分の①については、備品の利用はできません。

通常の公民館利用と同様に、あらかじめ会場調整会を行います。
その後は、先着順に申し込みを受け付けます。
利用時間枠
①午前枠（朝９時半～昼１時）②午後枠（昼１時～夕５時）③夜間枠（夕５時～夜８時）
＊①～③の中で必要な時間にご利用ください。
＊利用できるのは、１団体につき、週（火曜日～日曜日）１回までです。

☆備え付けの用紙に、必要事項（希望する会場、希望日時、団体名、連絡先等）を記入のうえ、公民
館内正面玄関の専用ポストに投入ください。あらかじめ、使用できない日時を掲示しますので、投
入する際は併せてご確認ください。

調整会後の申込み：調整会に参加しなくても、調整会当日の昼２時から、窓口で先着順に申し込み
を受け付けます。電話での仮申し込みは昼３時からです。８月１日以降は電話受付のみです。
（公民館☎（５７２） ５ １ ４ １ 。受付時間は、土・日・祝日を除く朝９時から夕５時まで）
＊当日の利用申し込みはできません。キャンセルの場合は前日までにご連絡ください。ただし土・
日・祝日の利用分については金曜日夕５時までにお願いします。

８月・９月分の会場利用について

会場申込方法について

使用希望月 使用施設名 申込書のポスト投入期間 会場調整会
（公民館３階講座室）

８月 国立市立第八小学校 ７月１日（水）～７月１６日（木） ７月１８日（土）朝１0時

９月 商工振興（株）
第２・３ビル ７月１日（水）～７月２３日（木） ７月２５日（土）朝１0時

会場調整会
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〈多文化共生事業〉

夏休みのお昼ご飯を、お父さん（お祖父さん）と一緒に
作ってみよう！
今回は、食材や盛り付けに工夫をしていつもの冷やし中

華をごちそうに変身させましょう。ほか
にデザートも一緒に作ります。料理が苦
手な男性や男の子も大歓迎！

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

と　き　８月１日（土）朝１０時～昼１時
集　合　福祉会館　３階料理講習室
定　員　親子８組（お祖父さんでも可）（先着順）
費　用　一組（子ども１人まで）１，２00円
　　　　　（子ども２人まで）１，４00円
　　　　　（子ども３人まで）１，６00円

７月２４日（金）までに公民館へお支払いください（受
付時間：月曜日以外の朝９時～夕５時）。当日払いは
できません。食材購入後のキャンセルは実費をご負担
していただきます。

持ち物　エプロン、三角巾（タオル可）、筆記用具　ポリ
袋（ゴミ持ち帰り用）、ふきん（台ふき用、皿ふ
き用）

申込先　７月８日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

１９９3年　東映　カラー　１２５分
『わが愛の譜

うた

　滝廉太郎物語』

監督　澤井信一郎　撮影　木村大作　音楽　佐藤勝
出演　風間トオル、鷲尾いさ子、天宮良、藤谷美紀、
　　　浅野ゆう子、壇ふみ、柴田恭平、藤村志保、
　　　榎木孝明、加藤剛ほか

「荒城の月」「箱根八里」「お正月」「花」など数多くの名
曲を生み出し、今なお愛唱歌として日本人に愛される作曲
家・滝廉太郎――その音楽への情熱に充ちた２３年１0ヵ月の
生涯を、恋や友情を絡めて描き出した正統派伝記映画の秀
作。滝廉太郎の名曲の数々に加え、シューマンやベートー
ベンの名曲が情熱的に全編を彩っている。

と　き　７月２６日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　山岸　郁子（日本大学・日本近代文学）

と　き　７月９日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　記憶をたどり歴史を問う〉

【憲法講座】

いとうせいこう『想像ラジオ』
（河出文庫）

講　師　大橋　知穂
（国際協力機構　元「パキスタン国ノンフォーマル教育
　推進プロジェクト」アドバイザー・専門家）

世界では、さまざまな理由から、学校にいけない子ども
や、文字の読み書きができない若者や大人がまだまだたく
さんいるのが現状です。
今回は、ノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイ

さんの出身国であるパキスタンをはじめとする南アジアの
社会的背景と教育の現状について、パキスタンで教育の推
進活動を行った大橋さんのお話を伺います。なぜ教育を受
けられないのかを考える機会にしたいと思います。

と　き　７月１９日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３0名
申込先　７月７日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

南アジアの生きるための学び
～パキスタン、文化の交差点～

講　師　渋
しぶ

谷
たに

　秀樹（立教大学、憲法学）

国会では憲法解釈変更による安全保障関連法案の審議が
なされています。押し付け憲法論や、憲法と現実との乖離
などを理由に憲法改正の動きが現実味を帯びてきました。
憲法が議論されるのは、社会が大きな変革期に入る兆候と
見ることもできます。しかし今、本当に憲法改正を必要と
する変動の時代にあるのでしょうか。
この講座では、憲法の３つの原理である立憲主義、国民
主権、平和主義について学び、改めて憲法を考える契機に
したいと思います。

＜渋谷さんの本＞
『憲法への招待　新版』（岩波新書）ほか多数

と　き　７月２５日（土）昼１時～３時
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３0名
申込先　７月９日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

〈男性の料理入門　夏休み特別企画〉

子どもとつくる
ごちそう冷し中華！

日本国憲法への招待
～いま、改めて憲法の基本原理を考える～
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お　話　伊東　ひとみ（文筆家）

近年子どもの名付けで、「キラキラネーム」が増えてい
ます。たとえば、「紗冬」を「しゅがあ」と読む無理な読
み方など。しかし、歴史上にも「徳

とく

川
がわ

家
いえ

茂
もち

」や「源
みなもとのよりとも

頼朝」
など、名前の強引な読み方はありました。
漢字の意味から連想されるイメージによる当て字や、音

の響きにこだわる心理。この言語感覚は、やまとことばを
書き記すのに中国伝来の漢字を導入した日本語の宿命とも
いえます。今回は、キラキラネームをヒントに、名前に使
われる漢字の歴史や、日本語の本質を探っていきます。

〈伊東さんの本〉
『キラキラネームの大研究』（新潮新書）
『漢字の気持ち』（共著、新潮文庫）ほか

と　き　７月２６日（日）昼２時～４時	
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３0名（当日先着順）
＊ご自由においでください。

◎総合美術展のお知らせ
実行委員会企画「総合美術展」を以下の日程で開催しま
す。会場は公民館です。
◆期間　１１月２４日（火）～１１月２９日（日）
募集要項は８月１日以降、次の施設に置いてあります。
皆様のご応募をお待ちしています！
【募集要項配布場所】
中央図書館、郷土文化館、芸小ホール、福祉会館、
北・南市民プラザ、市役所総合窓口。

◎第４５回　国立市書道展への書作品公募
国立市書道連盟による「書道展」を以下の日程で開催し
ます。会場は公民館です。
◆期間　１１月６日（金）～８日（日）
一般入賞作品は、市内の商店などに無償貸出しします。
詳細は申込時にお知らせします。公募規定は事務局まで、
ご連絡ください。
　事務局　松岡☎（５７２）１６９３
作品受付日時　９月１3日（日）朝１０時～１２時

第60回 くにたち市民文化祭

講　師　山田　修平	
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）ほか

部屋いっぱいの風船で遊んだり、新聞紙でできたドーム
に入ったりして遊びます。
前半は風船を使って、いろいろな身体の動きを体験しま

す。
後半は風船を使い、親子で思い切り遊びます！

と　き	 ８月２日（日）朝１０時～１２時
ところ	 南市民プラザ　多目的ホール
持ち物　飲み物、動きやすい服装、タオル
対象・定員　子ども（３歳以上～小学校低学年）と保護者

１５組（先着順）
申込先　７月１0日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１
■南市民プラザへのアクセス

＊ＪＲ南武線矢川駅より徒歩１５分
＊立川バス：国立泉団地行き終点下車１分
＊くにっこバス：「くにたち市民プラザ」下車

部屋いっぱいの
　風船あそびスペシャル！

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

６
月
９
日
（
火
）
第
３0
期
第
８
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
人
事
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
公
民
館
職

員
に
異
動
が
あ
っ
た
件
に
つ
き
、
人
事

要
望
書
を
作
成
し
た
。
５
月
２８
日（
木
）

に
教
育
長
、
６
月
８
日
（
月
）
に
市
長

と
そ
れ
ぞ
れ
面
会
。

○
公
民
館
休
館
に
伴
う
措
置
に
つ
い
て

空
調
工
事
に
よ
り
休
館
と
な
る
８
月

と
９
月
に
つ
い
て
、
代
替
施
設
と
し
て

近
隣
小
学
校
等
を
検
討
中
。

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

５
月
号
掲
載
の「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」、

院
生
講
座
「
オ
ペ
ラ
に
お
け
る
フ
ィ
ナ

ー
レ
の
変
遷
」
が
好
評
で
あ
っ
た
。
６

月
号
は
参
加
者
の
声
が
特
集
さ
れ
て
お

り
、
共
感
で
き
た
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

第
２１
期
第
１
回
定
例
会
を
５
月
１９
日

（
火
）
に
開
催
。
議
長
等
を
選
任
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

第
２
回
委
員
部
会
を
５
月
２７
日（
水
）

に
狛
江
市
で
開
催
。
今
年
度
は
３
回
の

研
修
会
を
予
定
。

議
事

○
第
２９
期
公
運
審
答
申
に
つ
い
て

答
申
中
「
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
」

に
つ
い
て
、
執
筆
委
員
、
職
員
よ
り
答

申
の
背
景
を
確
認
。
そ
の
後
意
見
を
述

べ
合
う
。

次
回
は
７
月
１４
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。	

（
田
中
）

〈図書室のつどい〉

キラキラネームの
大研究

休館中も公民館だよりは発行しますので、ひろば欄
の受け付けも行います。下記の①または②いずれかの
方法で提出してください。ひろば欄の用紙は、市役所
総合窓口、北・南市民プラザ、芸小ホールで配布して
います。
①公民館Fax（５７３）0４８0
②公民館の郵便ポストへ投函

＊　休館中のだより・ひろば欄について　＊
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会

プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
レ
ッ
ス
ン

で
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
。
対
象
者

小
学
高
学
年
及
び
中
学
高
校
生
。
参
加

費
無
料
。
申
込
締
切
７
月
２５
日
。

日
時　

８
月
９
日
朝
９
時
～
予
備
１６
日

場
所　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

平
野
（
５７６
）
７
８
１
５
ＦＡＸ
共

水
泳
同
好
会
会
員
募
集

お
水
が
恋
し
い
季
節
で
す
。
運
動
不

足
解
消
に
涼
し
い
プ
ー
ル
で
泳
い
で
み

ま
せ
ん
か
。
レ
ベ
ル
別
に
公
認
コ
ー
チ

が
親
切
に
指
導
し
ま
す
。
年
齢
性
別
不

問
。
体
験
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

石
橋
（
５７７
）
２
６
２
１

水
泳
ク
ラ
ブ
「
か
る
が
も
」
募
集

水
が
恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
管
理
を
し
な
が
ら
水
泳
を
し
ま
せ

ん
か
。
レ
ベ
ル
別
に
コ
ー
チ
が
丁
寧
に

指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
初
心
者
か
ら
上

級
者
。
年
齢
・
性
別
不
問
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
２
時
～
４
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

榎
本
（
５７５
）
５
１
８
１

ジ
ュ
ニ
ア
短
期
水
泳
教
室

２７
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事

業
。
小
学
１
年
～
中
学
生
対
象
。
レ
ベ

ル
別
に
公
認
指
導
員
が
担
当
し
ま
す
。

参
加
費
無
料
。
先
着
９0
名
。
全
６
回
。

締
切
７
月
１６
日
。
国
立
市
水
泳
連
盟

日
時　
７
月
２２
～
３１
日
夕
４
時
～
６
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

堀
（
５７５
）
８
３
８
１
（
夜
）

「
和な
ご
み
く
ら
ぶ
」
会
員
募
集

太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
は

体
力
や
運
動
神
経
に
係
わ
ら
ず
、
ど
ん

な
年
代
の
人
で
も
で
き
る
の
が
魅
力
で

す
。
心
も
体
も
芯
か
ら
強
く
美
し
く
。

ま
ず
は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
０９０
（
３４３９
）
０
３
３
９

こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
、
国
立
市
公

民
館
を
愛
す
る
多
く
の
市
民
か
ら
お
叱

り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

甘
ん
じ
て
受
け
た
い
。
こ
の
僭せ
ん

越え
つ

な
標

語
の
た
め
に
、
よ
り
精
確
な
想
い
を
記

す
な
ら
ば
こ
う
で
あ
る
。
―
―
「
私
に

と
っ
て
公
民
館
と
は
、
通
い
な
れ
た
道

に
実
は
豊
か
な
土
が
敷
か
れ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
こ
に
青
々
と
し
た
草
が

生
え
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
場

所
で
あ
る
」。

「
道
草
を
食
う
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

い
い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
こ
の
言
葉
が
大

好
き
だ
。
２
０
１
３
年
の
夏
、
当
時
大

学
３
年
生
だ
っ
た
私
は
、
国
立
市
公
民

館
と
の
出
会
い
を
通
し
て
ま
さ
し
く
こ

の
言
葉
の
心
地
よ
さ
を
実
感
し
た
の
で

あ
る
。

き
っ
か
け
はtw

itter

と
い
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
書
き
込
み
を

見
た
こ
と
だ
っ
た
。
侃か
ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

、
雲
散

霧
消
。
雪
崩
の
よ
う
な
書
き
込
み
の
中

に
、
国
立
市
に
関
す
る
も
の
を
見
つ
け

た
。
と
り
わ
け
そ
の
中
で
目
に
留
ま
っ

た
の
が
、「
喫
茶
わ
い
が
や
」
だ
っ
た
。

な
ん
で
も
、
公
民
館
に
あ
る
喫
茶
店
ら

し
い
。
こ
の
こ
と
が
さ
し
て
珍
し
く
も

な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
、実
際「
わ

い
が
や
」
に
関
わ
り
始
め
て
か
ら
今
ま

で
に
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
教
え
ら

れ
た
。
と
に
か
く
当
時
の
私
に
と
っ
て

は
、（
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
お
役
人
さ

ん
が
大
勢
で
走
り
回
っ
て
い
そ
う
な
）

公
民
館
と
い
う
公
共
施
設
に
、
喫
茶
と

い
う
く
だ
け
た
場
所
の
あ
る
こ
と
が
と

て
も
珍
し
く
響
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う

し
て
私
は
喫
茶
わ
い
が
や
の
暖の
れ
ん簾
を
く

ぐ
っ
た
。
こ
れ
が
す
べ
て
の
始
ま
り
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

暖
簾
を
く
ぐ
る
と
、
風
変
り
な
店
員

さ
ん
が
い
た
。
彼
は
私
の
注
文
に
対
し

て
、
が
ら
が
ら
声
で
返
事
を
す
る
と
、

お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で
コ
ー
ヒ
ー
を

淹
れ
は
じ
め
た
。「
な
ん
だ
こ
い
つ
」

と
思
う
も
束
の
間
、
私
の
頭
に
じ
わ
じ

わ
「
し
ょ
う
が
い
」
と
い
う
言
葉
が
浮

か
び
は
じ
め
た
。
結
果
的
に
彼
と
は
い

い
友
人
に
な
れ
た
が
、
最
初
は
戸
惑
う

こ
と
も
多
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
私
は
こ

の
瞬
間
、
公
民
館
・
喫
茶
わ
い
が
や
・

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
と
い
っ
ぺ
ん
に
出
会

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
書
く
と
と

ん
だ
道
草
で
あ
る
が
、
こ
の
道
草
は
私

が
一
人
の
市
民
と
し
て
最
初
に
見
つ
け

た
「
緑
」
だ
っ
た
。
家
と
大
学
の
往
復

に
学
部
生
活
の
大
半
を
費
や
し
て
い
た

当
時
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
「
緑
」
は

み
る
み
る
う
ち
に
生
活
を
豊
か
に
彩
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
で
あ
る
彼
と
の
出

会
い
を
皮
切
り
に
、
喫
茶
わ
い
が
や
は

私
に
た
く
さ
ん
の
「
緑
」
を
見
せ
て
く

れ
た
。
よ
り
広
い
緑
を
知
る
た
び
、
し

ょ
う
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
楽
し

く
喫
茶
店
を
し
て
い
る
彼
ら
の
姿
が
、

と
て
も
眩
し
く
映
っ
た
。
だ
か
ら
私
も

夢
中
に
な
っ
て
道
草
を
食
っ
た
。
食
べ

る
ほ
ど
に
、
自
分
も
一
人
の
市
民
と
し

て
、
地
域
に
あ
ふ
れ
る
緑
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
く
よ
う
だ
っ
た
。

も
う
じ
き
私
が
公
民
館
で
道
草
を
食

い
は
じ
め
て
２
年
に
な
る
が
、
当
の
公

民
館
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
な
ん

と
６0
周
年
。
還
暦
を
迎
え
る
。
赤
い
ち

ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
は
着
せ
ら
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
何
か
お
祝
い
を
し
よ
う
と
、

有
志
の
市
民
一
同
で
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

を
画
策
中
で
あ
る
。
名
付
け
て
「
公
民

館
６0
周
年
記
念
事
業
」。現
在
イ
ベ
ン
ト
、

記
念
誌
、
広
報
の
３
部
会
に
分
か
れ
て

活
動
中
で
あ
る
。
６0
年
と
い
う
分
厚
い

時
空
を
前
に
、
歴
史
を
ど
う
捉
え
る
か
、

ま
た
は
脱
皮
し
て
ゆ
く
の
か
。
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
飛
び
入
り
の

有
志
大
歓
迎
。
あ
る
い
は
ど
う
か
あ
た

た
か
く
、
お
見
守
り
く
だ
さ
い
。

次
回
実
行
委
員
会

７
月
２２
日
︵
水
︶
夜
７
～
９
時

﹁
喫
茶
わ
い
が
や
﹂
営
業
中
　
入
山
頌
さ
ん

国
立
市
公
民
館
60
周
年
記
念
〈
連
載
〉
シ
リ
ー
ズ
・
私
と
公
民
館
②

私
に
と
っ
て
公
民
館
と
は
、
道
に
生
え
た
草
で
あ
る

（
入
山　

頌し
ょ
う　

「
喫
茶
わ
い
が
や
」
ス
タ
ッ
フ
）

ひ
ろ
ば

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）
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今月の公民館（７月、８月初）

ひ
ろ
ば

（
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

は
じ
め
て
の
福
島
学
カ
フ
ェ
㏌
国
立

種
ま
き
ネ
ッ
ト
総
会
企
画
。
実
態
を

見
な
い
で
福
島
は
危
な
い
と
語
る
の
は

も
う
や
め
よ
う
。
ゲ
ス
ト
の
開
沼
博
氏

の
新
著
『
は
じ
め
て
の
福
島
学
』
を
も

と
に
福
島
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
。

日
時　
７
月
５
日
㈰
昼
１
時
～
４
時

場
所　

郷
土
文
化
館　

講
堂

連
絡
先　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ（
５７３
）４
０
１
０

生
ご
み
処
理
容
器
等
の
展
示
会

生
ご
み
は
家
庭
の
可
燃
ご
み
の
約
３

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
・
キ

エ
―
ロ
を
は
じ
め
、
家
庭
で
簡
単
に
取

り
組
め
る
生
ご
み
処
理
容
器
等
を
紹
介

し
ま
す
。「
生
ご
み
堆
肥
化
研
究
会
」

日
時　
７
月
９
日
１0
日
朝
１0
時
～
３
時

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

小
沢
（
５７５
）
７
１
５
５

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

７
月
は
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
で
す
。
一
橋
大
学
留
学
生
の
フ

ァ
ル
コ
フ
ス
カ
さ
ん
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

歴
史
や
文
化
、
現
状
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
交
流
に
参
加
下
さ
い
。

日
時　
７
月
１６
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

第
２０２
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

リ
ン
さ
ん
の
デ
ン
マ
ー
ク
料
理

夏
に
ぴ
っ
た
り
の
冷
た
い
前
菜
と
デ

ザ
ー
ト
を
習
い
ま
し
ょ
う
。
材
料
費
８００

円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
下
さ

い
。

日
時　
７
月
１８
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

「
一い
ち

か
ら
わ
か
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

１0
月
に
１２
桁
の
番
号
が
送
ら
れ
て
き

て
、
来
年
１
月
に
制
度
ス
タ
ー
ト
。
年

金
機
構
の
漏
洩
問
題
も
心
配
。
講
師
は

白
石
孝
さ
ん
。
主
催　

住
基
ネ
ッ
ト
も

共
通
番
号
も
い
ら
な
い
く
に
た
ち
の
会

日
時　
７
月
２４
日
㈮
夜
７
時
～
９
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

館た
て

野の

０７０
（
５０７２
）
２
１
４
５

憲
法
と
わ
た
し
た
ち
連
続
講
座
№
４５

憲
法
九
十
九
条
「
憲
法
を
尊
重
し
、

擁
護
す
る
義
務
を
負
う
」
に
つ
い
て
、

改
め
て
学
び
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
は
西
川
重
則
氏
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
資
料
代
５００
円

日
時　
７
月
２５
日
㈯
昼
２
時
～
４
時
半

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

当
実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
剣
道
講
習
会

２７
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事

業
。
小
中
高
生
対
象
、
初
心
者
か
ら
経

験
者
ま
で
ク
ラ
ス
別
に
指
導
。
参
加
費

無
料
。
国
立
剣
道
連
盟
主
管
。

日
時　
８
月
５
日
～
９
日
朝
９
時
～
３
時

場
所　

第
五
小
学
校　

体
育
館

連
絡
先　

樋
口
（
５７５
）
７
５
９
９

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
８
6
〉	

ブ
リ
ン
デ
ン
　
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

度
変
わ
り
ま
し
た
」
と
３
月
の
試
合
に

む
け
て
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
る
。

１２
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

谷
田
さ
ん
は
「
打
ち
や
す
い
所
に
球
出

し
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
た
ち
と
交

流
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
多

く
楽
し
い
で
す
」
と
優
し
い
笑
顔
で
答

え
て
下
さ
っ
た
。

音
だ
け
が
頼
り
の
テ
ニ
ス
な
の
で
体

育
館
は
貸
切
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

場
所
確
保
に
苦
労
す
る
中
、
皆
さ
ん
遠

方
か
ら
通
っ
て
来
て
い
る
。

た
だ
今
、
国
立
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
大
募
集
中
！　

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。

活
動
日　

月
２
回　

土
曜
日　

午
前
９

時
か
ら
１２
時
。
不
定
期
な
こ
と
も
あ
る

の
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

連
絡
先　

吉
田
（
３２３
）
１
０
１
９

	

〈
文
・
写
真　

高
木
裕
子
〉

視
覚
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
た
ち
の

テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
取
材
に
、
多
摩
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

静
か
な
体
育
館
に
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
と

ボ
ー
ル
の
弾
む
音
。
こ
の
ボ
ー
ル
は
直

径
９
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル

で
中
に
音
源
が
入
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。
視
覚
障
が
い
の
方
た
ち
は
こ
の
音

を
頼
り
に
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
用
ラ
ケ
ッ

ト
を
使
い
打
ち
返
す
。
ま
る
で
見
え
て

い
る
か
の
よ
う
。
音
で
飛
ん
で
き
た
方

向
と
距
離
を
つ
か
む
感
覚
と
集
中
力
に

は
本
当
に
驚
か
さ
れ
る
。

代
表
の
吉
田
美
津
江
さ
ん
は
目
が
不

自
由
で
も
憧
れ
の
テ
ニ
ス
が
ど
う
し
て

も
し
た
い
と
、
こ
の
「
ブ
リ
ン
デ
ン　

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
２７
年
前
に
立
ち
上

げ
た
。「
ブ
リ
ン
デ
ン
」
と
は
ド
イ
ツ

語
で
「
盲
目
の
」
と
い
う
意
味
。
ボ
ー

ル
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
難
し
い
か
ら
こ

そ
や
り
が
い
が
あ
る
と
語
る
吉
田
さ
ん

は
好
奇
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ

る
方
だ
。

現
在
、
会
員
は
３0
歳
か
ら
７0
歳
ま
で

男
女
合
わ
せ
て
２0
名
ほ
ど
。
相
手
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１２
名
。

３0
代
の
椎し
い

橋は
し

さ
ん
は
「
弾
ん
で
く

る
ボ
ー
ル
を
打
て
た
時
が
と
て
も
嬉
し

い
。
テ
ニ
ス
を
始
め
て
人
生
が
一
八
〇

練
習
を
終
え
て
、
こ
れ
か
ら
ラ
ン
チ

９日（木）夜　くにたちブッククラブ
� いとうせいこう『想像ラジオ』

１９日（日）昼　多文化共生事業
� 「南アジアの生きるための学び」

２５日（土）昼　「日本国憲法への招待」
２６日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ公民館映画会

� 『わが愛の譜　滝廉太郎物語』

　　　　　昼＊図書室のつどい
� 「キラキラネームの大研究」

８月１日（土）朝～「子どもとつくる
� ごちそう冷やし中華！」

２日（日）朝～「部屋いっぱいの
� 風船あそびスペシャル！」


